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自分の夢に向かう力

課題を捉え、
解決する力

田上への愛着心

よい人間関係を
構築する力 自分のよさと可能性を

見付け、発揮する力

Ⅲ 令和３年度の評価の概要 
１ 田上っ子に身に付けさせる「５つの能力」 

｢志をもって意欲的に学び、自律と思いやりの心をもつたくましい子ども｣を育むた

めに、田上っ子に身に付けさせる「５つの能力（左下）」を設定しました。定着状況を

年長組から「４つの行動（右下）」の経年変化で評価し、指導に活用してきました。 

 

 

２ 田上っ子の具体像…「田上っ子宣言」 

平成 31 年度から、田上町の児童と生

徒が、「どんな田上っ子になりたいか」

について議論を重ねました。そして、

５つの「なりたい自分」にまとめ、田

上の皆さんに宣言することにしました。

こ れ が 「 田 上 っ 子 宣 言 」 で す 。 

全園校に、クリアファイル、大型の

上り旗、大型の横断幕を配付して日常

的に目にできるようにしたり、行事の

際に全員で唱和したりして、意識化を

図っています。         

 

３ 学習指導要領との円滑な接続 

（１）幼児園と小学校の接続で「小 1 プロブレム」を防ぐ 

小学校入学後に、

学校の先生の話を

聞くことができな

い、授業中に勝手に

立ち歩いてしまう

などの問題行動が

顕在化する小 1 プロ

ブレムは、小学 1 年

生だけではなく、そ

の後の子どもの成

長や人格形成にも

大きな影響を及ぼ

す可能性がありま

す。 

田上町では、幼児

園の「アプローチカ

リキュラム」と小学

校の「スタートカリ

キュラム」を作成して、子どもが学校生活に慣れ親しむことを支援するだけでなく、

保護者が安心して子どもの学校生活を見守ることができるようにしています。                           

〇  人の話をしっかり聞くことができる。  

〇  自分の考えをもち、伝えることができる。 

〇  自分の役割を果たすことができる。  

〇  明るいあいさつができる。  

 田上の子どもに身に付けさせる「５つの能力」 

 

「５つの能力」を評価する観点「４つの行動」 
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（２）幼児園と小学校の連携による学習指導要領との接続 

 ア ３歳児から始める英語教育 

 新学習指導要領の中学校の英語は、

語彙数が現行の 1200 語から 1600〜

1800 語程度に増え、現行では高校で

学習している仮定法や現在完了進行

形、感嘆文が下りてくるなど、学習内

容が増えます。小学校では、３年生か

ら外国語学習が始まり、それに伴って

児童生徒の学習に対する負担が増加

することが懸念されます。 

 田上町では、田上版 CAN-DO リスト

を作成し、「英語嫌いをつくらない」

「自分の英語が伝わった」といった成

功体験を大切にする３歳児から英語

                    に親しむ環境づくりに努めています。 

 

イ 小中学校で学ぶプログラム「Scratch」と教材「ｍ-bot」を共有 

   新学習指導要領に「プログラミング学習」が位置付けられました。子どもが小

学校での学びを中学校で充実・発展できるようにするために、田上町の小中学校

では、同一プログラムと教材を使って児童生徒が学ぶようにしました。 

田上の小中学校は、次のことに連携して取り組みます。 

① トライ＆エラーを大切に  

して、問題解決学習と成功 

体験を味わわせる。 

②  プログラミング学習を 

自校の年間指導計画に盛  

り込み、全職員が取組をと 

おして感じた手応えや次年度に向けた改善を追記します。そして、それを検討し

合って、次年度の指導計画に反映させます。 

 

ウ 小中連携で規則的な生活習慣の育成 

文部科学省は、「早寝」「早起き」「朝ごはん」を

推奨しています。毎日朝食を摂る子どもほど学力

調査の得点が高い傾向にあり、毎日同時刻に起床

すると、活発な「身体」「頭」「心」の動きが促さ

れるそうです。 

 田上町の小中学校は、全児童生徒を対象に「就

寝時刻」「メディア接触時間」の目標を設定してそ

の遵守に１週間取り組み、振り返るというサイク

ルを大切にした「たけの子カード」に、一斉に年

３回取り組んでいます。 

 取組の結果を共有して指導に活かせるように

「児童生徒一人一人の結果」「各校の結果」「３年

間の変容」等をデータ化して、各校で具体的な指

導にあたっています。 
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４ 「４つの行動」評価の推移 

左のグラフは「４つ

の行動」に係る園児児

童生徒の自己評価と

教員評価の結果（左：

平成 28 年度、右：令

和３年度）です。 

平成 28 年度と令和

３年度の結果を比較

すると、園児児童生徒

の自己評価に顕著な

変容を確認すること

はできませんが、幼小

中の教員評価は、校種

に関係なく肯定的な

評価へと大きく変容

しました。 

「４つの行動」に目

を向けて子どもの成

長を具体的にするこ

と、園校が一体感を伴

う協働的な指導を推

し進めること等の連

携の成果です。 

 幼児園では、「考え

をもち伝える」「明る

い挨拶」への自己評価

が他項目と比較して

やや低い状況であり、

今後の課題です。 

小学校では、下学年

も上学年も、教師と児

童共に「自分の役割を

果たす」の自己評価は

高い状況です。教師は

「考えをもち伝える」

を課題にしています。 

中学校では、教師と

生徒共に「明るい挨拶」

と「自分の役割を果た

す」の評価が向上しま

した。教師は、「話を

聞く」「考えをもち伝

える」に弱さを感じて

います。 

 

 

H28 年度  
園児・教師  
アンケート 

R3 年度  
園児・教師  
アンケート 

R3 年度  
小１～３年  
児童・教師  
アンケート 

H28 年度  
小４～６年  
児童・教師  
アンケート  

R3 年度  
小４～６年  
児童・教師  
アンケート 

H28 年度  
中１～３年  
生徒・教師  
アンケート 

H28 年度  
小１～３年  
児童・教師  
アンケート 

R3 年度  
中１～３年  
生徒・教師  
アンケート 
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下グラフは、令和３年 度 田 上 の 1 2 か 年教育アンケート「４つの行動」の同一

集団における自己評価の経年推移です。小学校中学年から、「自分の考えをもち伝

える」ことへの自己評価が低くなっています。今後は、「自分の考えをもち伝える」

能力と態度の育成を課題の一つに位置付けて、連携して改善に向かわなければなり

ません。 
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